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  「情報発信機構」は、日本をめぐる重要

問題について有識者や専門家の意見や

討論をグローバルに発信することを使命

とする非営利組織。 

  ウェブ上では情報発信プラットフォーム

（www.glocom.org）で、オピニオン、ディ

ベート、ニュースなどを発信、またニュー

スレターやメールマガジンも定期的に発

行。さらにセミナーも毎月開催。 

6 月号の内容 
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情報発信機構とは 

 
「情報発信プラットフォーム」（5 月）掲載の主要論文の要旨 
 

 

 

 情報発信ニュースレター：編集後記 
——————————————————————————————————— 

 

 

       月1回発行 

      発行人・編集長 前田幹博 
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5月は上記４つを主要論文としてアップしま

した。新型インフルエンザは、当初の予想

よりも被害が少なかったのは幸いでした

が、修学旅行など多くのイベントが中止に

なってしまったことは残念なことでした。経

済自体の規模縮小が懸念される最中、本

日、５月の景況が好転し、日経平均も７ヶ

月ぶりの９５００円台回復という明るいニュー

スも伝えられました。６月もご期待ください。    

前田幹博情報発信機構編集長 
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共通性を見出すために 

 ローレンス・ブラーム （作家・活動家） 

  ４月１日に、胡錦濤国家主席が今年後半にオバマ大統領を中

国に招待することが決まった。政権発足時からそう経っていな

い時期に、米国大統領が中国を訪問することは前例のないこと

であり、その外遊は米中関係の新たな時代の始まりを象徴する

ものとなった。この始まりが失敗に終わらないために、米中の

対話は、以下の三原則に基づくべきである。すなわち、金融危

機、安全保障と気候変動である。これら三原則における協調は

緊急を要することは明白であり、それらは相互の利益になる

テーマである。その対話は、ワシントンＤＣの環状高速道路の

ように周りから取り囲んでいくというよりも、・・・・・・・ 

原文:Finding Commonality 

www.glocom.org/opinions/essays/20090507_find_brahm/ 

  

中国にも世界統治にも適さないＧ２ 

ジョナス・パレロ・プレスナー （デンマーク政府アジア問題顧問）  

  金融危機が始まって以来、米国と中国によるＧ２を形成する

べきであるという提案がなされてきた。この提案は、中国が米

国の最大の債権国であり、米国は中国の最も大きな貿易輸出国

であるという事実に基づいていて、両国の経済の強い相互依存

は両国の協力によって世界経済を形作る土台を提供するであろ

うと考えられている。Ｇ８が力の均衡において旧時代性を反映

するとき、あるいはＧ２０が世界への挑戦に対する対応が薄め

られてしまうとき、こういった考えは興味深く感ずる。・・・ 

原文： The G 2: No Good for China and for World Governance  

www.glocom.org/debates/20090514_g2_plesner/  

ビルマ：新たなアプローチのとき 

ラルフ・コッサ （CSIS パシフィック・フォーラム会長） 

  ビルマとアウン・サン・スーチー氏は、また再びニュースの

ヘッドラインを賑わせている、それも全て誤った理由からでは

るが。我々は、なぜミズーリからのジョン・イエットーと確認

された愚かなアメリカ人が、彼女が長年軟禁されている邸宅へ

無断で入り込み、彼自身とスーチー氏を有罪になる可能性のあ

る状況へ持ち込んだのか、決して理解することは出来ないだろ

う。現軍事政権は、この事件を利用して彼女の自宅軟禁期間を

延長しようとすることは明らかである。・・・・・・・・・・ 

原文： Burma: Time for a New Approach 

www.glocom.org/opinions/essays/20090519_cossa_burma/ 

 

２００９年インドの評決：後継者とともに浮上する議会 

サウラブ・グプタ （サミュエルズ・インターナショナル研究員） 

 ５月１７日に、現職のマンモハン・シン首相が、インド下院

連邦議会の第１５回総選挙において、立派な勝利を収めた。彼

の政党の選挙前の楽観的な世論調査の予想さえ上回り、与党国

民会議派は、（改選）５４３議席のうちの２０６議席を獲得し

た。それとともに、国民会議派率いる中道左派の与党連合の統

一進歩同盟（ＵＰＡ）を含めると２６２議席となり、完全な過

半数にわずか１０議席足らずというところまでになった。以前

は敵対的であった第三戦線からも文書での支持宣言を受け、連

立与党は両議院での安定過半数が予想され、５年の任期を任さ

れ、連続して政権に就く第三の政府となる。・・・・・・・・

原文： Verdict India 2009: Congress Rises with its Heir 

www.glocom.org/debates/20090527_gupta_india/  


